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丹（まごころ）の里・丹波

［表紙の紹介］

１歳６ヶ月児検診、３歳児検診 
　９月７日（水）、９日（金）に、乳
幼児の発育の状況などを確認する検診
が行われました。みんなお父さんやお
母さんといっしょにおもちゃで遊んだ
り、絵本を読んでもらったりしながら
先生の診察を待っていました。
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た
く
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
に

　
　
　
　
　
　
　
出
会
い
ま
し
た



2011. ９たんば　　　23　　　2011. ９たんば

未来に伝えたい歴史遺産
「柏原藩陣屋跡」特集

柏
原
藩
の
歴
史
は
織
田
信
長

の
弟
信の

ぶ
か
ね包
か
ら
始
ま
っ
た

■
前
期
柏
原
藩

　

柏
原
藩
は
前
期
と
後
期

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
前
期
の
初
代
藩
主
は

織
田
信
長
の
弟
信の
ぶ
か
ね包
。
信

長
の
命
令
で
義
弟
の
浅
井

長
政
を
滅
亡
さ
せ
た
と

き
、
信
長
・
信
包
の
妹
で
あ
り
、
長
政

の
本
妻
で
あ
っ
た
お
市
と
そ
の
娘
た
ち
、

茶
々
、
お
初
、
お
江
を
保
護
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
長
の
死
後
、

豊
臣
秀
吉
の
家
臣
と
な
り
、
慶け
い
ち
ょ
う長
３
年

（
１
５
９
８
）、
３
万
６
千
石
の
領
地
を
与

え
ら
れ
、
丹
波
国
柏
原
の
初
代
藩
主
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
代
信
勝
が
跡
継

の
な
い
ま
ま
亡
く
な
り
、
前
期
柏
原
藩
は

途
絶
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
建
造
さ
れ
、
約
２
０
０
年
に
わ
た
り
柏
原
藩
の

政
治
の
舞
台
と
し
て
栄
え
た
「
柏
原
藩
陣
屋
」。

　

こ
こ
を
中
心
に
、
柏
原
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
で
も
、

織
田
家
ゆ
か
り
の
町
と
し
て
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
風
情
を
偲し
の

ば
せ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
柏
原
藩
陣
屋
跡
が
、
９
年
に
お
よ
ぶ
整
備
工
事
を
終

え
、
９
月
４
日
（
日
）、
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

織
田
家
の
人
々
が
育
み
、
後
世
の
人
た
ち
が
守
り
伝
え
て

き
た
柏
原
藩
陣
屋
跡
。
そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　

未
来
へ
継
承

柏
原
藩
陣
屋
跡

　
　

そ
れ
は
丹
波
市
が
誇
る
、
未
来
へ
伝
え
る
べ
き
歴
史
遺
産

　　  柏原藩の 歴 史
知っていますか？織

田
信
包
が
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
江
～
姫
た
ち
の
戦
国
～
」
に
登
場
！

表 御 殿

表御門（長屋門）

長柄の間

後
期

前
期

後期柏原藩が始まるきっかけともなっ
た事件「宇陀騒動」

　後期の初代信休の父信
のぶたけ

武が松山藩主で

あったころ、理由なく家臣二人を殺害し、

自らの命を絶ったといわれています。こ

の事件が幕府に知られるところとなり、

八千石の領地を没収されたうえ、丹波国

柏原へ国替えとなり、これが後期の柏原

藩が始まるきっかけともなりました。

柏原藩にまつわる

　　　お家騒動

苦
難
を
乗
り
越
え
、
信
休

が
柏
原
藩
陣
屋
を
建
造

　　
石
高
の
少
な
い
小
さ
な
藩

は
、
城
を
持
つ
代
わ
り
に
藩
庁

（
藩
の
役
所
）
と
居
宅
を
兼
ね
た

陣
屋
を
屋
敷
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
後
期
の
初
代
藩
主
信

休
が
丹
波
国
柏
原
に
国
替
え
に

な
っ
た
当
時
は
、
財
政
事
情
が

困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
陣
屋
の
建
造
に
手
が
ま
わ
ら

ず
、
柏
原
町
本
町
の
田
（
亀
屋
）
忠
助
の
屋

敷
を
借
り
て
仮
住
ま
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
柏
原
藩
主
と
な
っ
て
18
年
が

経
っ
た
こ
ろ
、
よ
う
や
く
江
戸
幕
府
の
許

可
が
お
り
、
正
し
ょ
う
と
く
徳
３
年
（
１
７
１
３
）、
陣

屋
の
建
造
に
と
り
か
か
り
、
翌
年
、
柏
原

藩
陣
屋
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

火
災
に
見
舞
わ
れ
陣
屋
が
全
焼

　
苦
労
し
て
建
造
し
た
陣
屋
も
、
建
築
か

ら
約
１
０
０
年
後
、
４
代
信のぶ
よ
り憑
の
こ
ろ
、
火

災
に
よ
り
陣
屋
の
正
門
で
あ
る
表
御
門
（
長

屋
門
）
と
表
御
殿
の
一
部
を
残
し
て
全
焼
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
建
造

に
と
り
か
か
り
、
文ぶん
せ
い政
三
年
（
１
８
２
０
）

に
は
再
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

陣
屋
と
し
て
の
役
目
の
終
焉え
ん

と

学
び
舎
と
し
て
の
再
出
発

　
そ
の
後
、
廃
藩
置
県
を
迎
え
、
明
治

４
年
（
１
８
７
１
）、
柏
原
藩
は
柏
原
県

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
年
、

豊
岡
県
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
が
明
治

６
年
、
公
売
に
よ
り
１
０
５
円
で
柏
原

町
と
各
村
が
購
入
し
、
柏
原
藩
陣
屋
跡

は
崇
広
小
学
校
と
し
て
そ
の
役
割
を
変

え
再
出
発
を
し
ま
し
た
。

昭
和
46
年
、
国
指
定
史
跡
に
指
定

　
現
存
す
る
建
物
は
表
御
門
（
長
屋
門
）

と
表
御
殿
の
一
部
で
す
が
、
全
国
で
も
数

少
な
い
陣
屋
跡
と
し
て
、
ま
た
、
明
治
以

降
小
学
校
と
し
て
使
用
さ
れ
た
経
緯
か
ら

幕
末
か
ら
近
代
に
至
る
学
制
の
変
遷
を
考

え
る
う
え
で
も
貴
重
で
あ
る
と
し
て
、
昭

和
46
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
指
定
を
受
け
た
と
同
時
に
小
学
校
と
し

て
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

表御殿前での崇広小学校集合写真（明治 33 年撮影）　

信包役を好演された俳優 小林隆さん
■写真提供：NHK

柏原藩陣屋跡の
先人の労が刻まれた歴史

変  遷

■
後
期
柏
原
藩

　

そ
れ
か
ら
45
年
後
の
元げ
ん
ろ
く禄
８
年

（
１
６
９
５
）、
大
和
国
松
山
藩
（
現 

奈

良
県
宇う

だ陀
市
）
か
ら
丹
波
国
柏
原
に
国

替
え
と
な
っ
た
織
田
信の
ぶ
や
す休
に
よ
っ
て
柏

原
藩
は
再
興
さ
れ
、
後
期
柏
原
藩
の

歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明

治
の
廃は
い
は
ん
ち
け
ん

藩
置
県
を
迎
え
る
ま
で
の
約

２
０
０
年
間
、
織
田
家
が
こ
の
地
を
治

め
ま
し
た
。

　先人たちが歴史を育み、後世の人々が大切に守り伝えてきた
歴史遺産。現代に生きるわたしたちも、過去から受け継いだ遺
産を絶やさぬよう後世に引き継いでいくことが求められます。

前
期
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柏
原
藩
陣
屋
は
防
備
の
た
め

の
堀
や
土ど
べ
い塀
は
な
く
、
高
い
塀

を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
だ
け
で
し

た
。
そ
し
て
、
表
御
門
を
は
じ

め
、
７
カ
所
の
門
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
陣
屋
内
に
は
表

御
殿
、
中
御
殿
、
奥
御
殿
か
ら

な
る
主
屋
、
藩
政
を
執
行
す
る

御
用
所
、
そ
の
他
に
台
所
、
蔵
、

作
業
所
な
ど
の
建
物
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
陣
屋
内
に
は

神
社
や
馬
場
、
訓
練
所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
安あ
ん
せ
い政

５
年
（
１
８
５
８
）
に
、
藩
校
「
崇
廣
館
」

が
創
立
さ
れ
、
文
武
両
道
の
教
育
が
実
践

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
校
名
と
伝
統
は
、
明

■ 

現
存
す
る
建
物
は
表
御
門
（
長
屋
門
）
と
表
御
殿

　
陣
屋
の
正
門
に
あ

た
り
、
火
災
を
免
れ

た
表
御
門
は
、
正
徳

４
年
（
１
７
１
４
）

に
信
休
に
よ
り
建
造

さ
れ
た
も
の
が
現
存

し
て
い
ま
す
。
両
側

が
長
屋
の
よ
う
に
仕

切
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
通
称
「
長
屋

門
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
正
面
左
側
に

番
所
・
土
間
、
右
手

側
に
馬
見
所
・
砲
庫

が
あ
り
ま
す
。
門
扉

部
と
馬
見
所
・
砲
庫

　
火
災
の
後
、
４
代

信のぶ
よ
り憑
が
再
建
し
た
も

の
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
藩
主
が
藩
士
や

来
客
と
対
面
す
る
際

な
ど
、
公
的
な
儀
礼

の
場
と
し
て
使
用
さ

れ
た
所
で
す
。な
お
、

現
存
す
る
部
分
は
当

時
の
約
５
分
の
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。

柏原藩の時代、時報を知らせる
時や参勤交代を終え、藩主が江
戸から帰藩する時の合図に使わ
れました。諸説によれば初代信
休が国替えの際に、松山藩から
運ばせた物といわれています。
なお、太鼓やぐらは明治期初頭
に、現 柏原自治会館付近から現
在の場所に移されました。

明治維新後に廃寺になった織田家の
菩提寺である徳源寺の境内にありま
す。後期柏原藩の初代信休から九代
信民まで、歴代の藩主とその家族が
葬られています。

時代行列などが柏原の町を練り歩
き、迫力満点の柏原藩陣太鼓の演舞
などが行われます。丹波の秋の味覚
が味わえる「うまいもんフェスタ」
も同時開催。
■開催日 10 月 16 日（日）
※うまいもんフェスタは 15 日（土）、
16（日）

未来に伝えたい歴史遺産
「柏原藩陣屋跡」特集

治
期
に
陣
屋
の
跡
地
に
創
立
さ
れ
た

「
崇
広
小
学
校
」
へ
と
受
け
継
が
れ
ま

し
た
。

当時の陣屋は、東西 130m、南北 160m に広がり、
現在の柏原総合庁舎なども含む広大な敷地を有し
ていました。（柏原歴史民俗資料館所蔵）

表
御
門
（
長
屋
門
）

表
御
殿

■織田まつり ■織田家 廟
びょうしょ

所 ■太鼓やぐら

    ■ Interview  ～陣屋跡への思い～ 

　保存されている陣屋跡は全国
でもわずかですが、その中でも
柏原藩陣屋跡は陣屋の長屋門と
表御殿の両方が現存している唯
一の文化財です。これまで先代
の方々が大切に守ってきたこの
貴重な遺産を、次の世代に受け
継いでいくことが私たち委員、
また、地域のみなさんの願いで
す。ここ陣屋跡は、歴史遺産で
あると同時に、私にとっても小
学生のころ学校として通い多く
のこと学んだ思い出深い場所で
す。今の子どもたちにもこの生
きた歴史教材を大いに活用し、
身近にある文化財に親しんでも
らいたいですね。

柏原藩陣屋跡整備委員会　

委員 竹内  脩
おさむ

さん（69）

柏原藩陣屋跡の 概 要
～むかしと今～

老朽化により、全面的
に屋根の葺き替え工

事を行いました。桧皮葺
は京都の清水寺などでも
見られる、ヒノキを使っ
た日本古来の伝統工法で
す。

表御殿桧
ひ わ だ ぶ き

皮葺屋根改修工事

現存していない建物の位置や間取り
を、コンクリートを敷き詰めて再

現しました。それぞれの部屋にはその
名称をプレートで表示しています。畳
の間を黄色、板の間と廊下を灰色で表
しています。

カイヅカイブキは江戸時
代の陣屋にはなく、明

治期に植えられたもである
ため、玄関前から移植。史
跡外への移植も検討されま
したが、地域の人々にとっ
て愛着のある樹木でもあっ
たため、陣屋の北側に移植
しました。

表面表示整備工事

カイヅカイブキ移植工事

表御殿の玄関前にあったもの
を陣屋北側に移植しました

特徴的な部屋などの跡地には、その役割や歴史な
どを記した案内板も設置

織
田
家
柏
原
藩
が
現
代
に
残
し
た
伝
統
の
品
々

柏
原
藩
主
織
田
家
の
旧
領
で
あ
っ
た
大
和

国
松
山
藩
時
代
か
ら
書
き
続
け
ら
れ
て
い

る
公
式
日
記
。
藩
主
と
そ
の
家
族
の
動
向

や
経
済
状
況
、
柏
原
藩
の
民
俗
行
事
に
関

す
る
記
述
な
ど
も
あ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

柏
原
藩
政
日
記

- 柏原藩陣屋跡整備工事 -
   主な工事をピックアップ

萌も
え
ぎ
い
と
お
ど
し
ろ
く
ま
い
ど
う
ぐ
そ
く

葱
糸
威
六
枚
胴
具
足

柏
原
藩
四
代
織
田
信のぶ
よ
り憑
所
用
の

具
足
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

崇
廣
館
木
額

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、
陣

屋
内
に
開
校
し
た
藩
校
の
校
舎

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
木
額
。

※いずれも、柏原歴史民俗資料館所蔵

な
ど
は
ほ
ぼ
原
形
を

保
っ
て
い
ま
す
。

織
田
家
柏
原
藩
に
ま
つ
わ
る

　
　
　
　
名
所
・
祭
り
も
チ
ェ
ッ
ク

〔総工事費〕２億 4,100 万円


